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研究成果の概要（和文）：黄斑浮腫を引き起こす主要な疾患である加齢黄斑変性を対象に、OCTとOCT 
Angiographyを用いて、光線力学的療法前後の脈絡膜の微小循環の変化を新規アルゴリ ズムを用いて評価した。
また、治療後1年の追跡調査を行い、光線力学的療法を通常用量で行った群(通常用量群)と半量で行った群(半量
群)によって再発率に差 があるかを検討した。 結果として、光線力学的療法により脈絡膜の微小循環が変化
し、その変化は治療後1年まで持続することが明らかとなった。また、通常用量群と半量群の再発率 に統計学的
な有意差はなかった。上記の知見について学会発表および論文投稿を行った。

研究成果の概要（英文）：We used OCT and OCT Angiography to evaluate changes in choroidal 
microcirculation before and after photodynamic therapy in age-related macular degeneration, a major 
disease that causes macular edema, using a novel algorithm. In addition, we conducted a follow-up 
survey for 1 year after treatment, and examined whether there was a difference in the recurrence 
rate between the group that underwent photodynamic therapy at the normal dose (regular dose group) 
and the group that underwent the half dose (half dose group). As a result, it was found that 
photodynamic therapy altered choroidal microcirculation, and the alterations persisted up to 1 year 
after treatment. In addition, there was no statistically significant difference in recurrence rates 
between the normal dose group and the half dose group. I made a conference presentation and 
submitted a paper on the above findings.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
加齢黄斑変性は黄斑浮腫や出血を繰返し、視機能が低下する疾患である。加齢黄斑変性の治療の中心は抗VEGF薬
の硝子体内注射であるが、薬剤は高額で複数回投与が必要なため、経済的・時間的負担が大きい。近年、加齢黄
斑変性の病態に脈絡膜が深く関与していることが明らかとなり、脈絡膜に作用する光線力学的療法(PDT)が注目
されているが、いまだその治療法は標準化されていない。
本研究の意義は加齢黄斑変性に対してPDTを施行し、OCT Angiographyを用いて網脈絡膜循環の観点からその作用
と治療効果を明らかとしたことである。また、複数のプロトコルでPDTを行っており、治療の最適化の一助とな
るものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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